




〔研究目的〕国立小児病院における type-1 糖尿病の治療方針の特徴は,その食事療法にお

いて糖質:脂肪:蛋白のカロリー分布比を 40:40:20にしている点にある。インスリン投与法

やインスリン用量の決定法などにおいては特別の特徴はなく,ただ strict control を従来

から意図してきたにすぎない。このような治療法は表-1 に示すように,HbA1 値の平均値に

おける全国調査のそれに比べての有意の低下にその効果を反映している。このコントロー

ルの差が糖尿病合併率にどのような差をもたらすかを検討することにした。 


